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Conference of World Academy of Nursing Science, 
September 2009, Kobe 
12. 	Yamakawa. M., Makimoto, K., Suto, S., 
Shigenobu, K., Yamamoto, E., Kunimoto, K. 
Objective and subjective indicators of recovery in 
Alzheimer's disease patient with delirium. poster 
presentation, INC 2009.10.29 Seoul. 
13. 	Yamakawa M. , Suto S. , Makimoto K. Use of 
network mapping for visualizing interactions between 
patients and staffs. Poster presentation The  1S1 WANS 
-
(the World academy  of Nursing ) , Kobe, Japan, 
September 19, 2009. 
14. 	 Yamakawa M., Suto S., Makimoto K. Use of 
network mapping software for validation of qualitative 
study. Poster presentation. The 12 th EAFON (East 
Asian Forum of Nursing Scholars) , Tokyo, Japan, 
March 13, 2009 
15. 	Nakaoka A., Suto S., Sakai Y., Yamakawa M., 
Makimoto K. The pattern of spatial movements in 
dementia patients identified by the IC tas monitoring 
system . Poster presentation The  1' WANS (the World 
academy of  Nursing ) , Kobe, Japan, September 19, 
2009. 
16. 	 Utsumi M, Kimura Y,  Shimizu I, Miyamoto A, 
Umeshita K, Itou T,  Mori M, Doki Y, Monden 
M, Makimoto K. Differences in the characteristics 
and risk factors of surgical site infections between 
laparoscopic surgeries and open  surgeriei in digestive 
procedures. Poster presentation. The 8th East Asian 
Conference on Infection Control and Prevention , 
Tokyo, 2009.11.13. 
17. 	Mitsui, M., Nishikata, S., Teshima, T., Suto, 
S., Shigenobu, K., Yamakawa, M., Makimoto, 
K., Changes in the distance moved per day measured 
by the IC tag monitoring system after admission to the 
dementia care unit. poster presentation, INC 2009.10.29 
Seoul. 
18. 	Nishikata, S., Mitsui, M., Teshima, T., Suto, 
S., Shigenobu, K., Yamakawa, M., Makimoto, 
K Factors associated with distance moved per day in 
patients with dementia. poster presentation , INC 
2009.10.29 Seoul. 
19. 	Teshima, T., Suto, S., Shin, K.R., Kang, 
Y., Yamakawa, M., Nakaoka, A., Makimoto, 
K. Spatial movement patterns of patients with dementia 
in Seoul, Korea. poster presentation,INC 2009.10.29 
Seoul. 
20. 	 Utsumi M., Nishida M.,  Makimoto K. Response bias 
of nation-wide mail survey by hospital characteristics 
Poster presentation The  1s1 WANS (the World academy 
of Nursing ) , Kobe, Japan, September 19, 2009. 
21. 	Nishida M. , Utsumi M. , Makimoto K. Factor 
associated with active hospital infection surveillance 
program. Poster presentation The  lstWANS (the World 
academy of  Nursing ) , Kobe, Japan, September 19, 
2009.




































































2.国	 内 学 会
1.青	 井 典 明,荻 野 敏,原 田 保,片 岡 真 吾,川 内 秀
之 プ ラ ンル カ ス ト に よ る ス ギ 花 粉 症 初 期 投 与 の 有
用 性 の 検 討 第21回 日本 ア レル ギ ー 学 会 春 季 臨 床 大
会2009年6月,岐 阜 市
2.荻	 野 敏,入 船 盛 弘,馬 場 謙 治 ス ギ 花 粉 症 に 対 す
る プ ラ ン ル カ ス ト初 期 投 与 の 有 効 性:下 気 道 に 対 す
る 効 果 第71回 耳 鼻 咽 喉 科 臨 床 学 会2009年7月,
旭 川 市 
3.	 兵 行義,原 田 保,川 内秀之,荻 野 敏 花粉症
初期療法におけるプランルカス トの有効性一多施設
共同研究結果か ら 第71回 耳鼻咽喉科臨床学会
2009年7月,旭 川市




5.	 清水安子,瀬 戸奈津子,福 録恵子,田 中秀子,溝 上
祐子,道 又元裕,廣 瀬千也子 看護部長による皮膚 ・
排泄ケア認定看護師の評価1一 担っている中核的な
役割について 第40回 日本看護学会 看護管理
2009年10月,大 阪市
6.	 清水安子,瀬 戸奈津子,福 録恵子,田 中秀子,溝 上
祐子,道 又元祐,廣 瀬千也子 看護部長による皮膚 ・
排泄ケア認定看護師の評価ll一 施設全体の実践力の
向上について 第40回 日本看護学会 看護管理
2009年10月,大 阪市
7.	 成松恵,荒 尾晴惠,井 沢知子,川 崎優子,内 布敦子
W bを 活用 した対話式看護介入プログラムの開発
ホルモン療法中の乳がん患者に適用 して 第23回 日
本がん看護学会学術集会,2009年2月,沖 縄









10.	 赤瀬佳代,加 藤恒夫,斉 藤信也,荒 尾晴惠,松 岡順
次,西 本仁美,前 川珠木,横 山幸生,黒 川純世,内
藤さやか 腫瘍センターとプライマリケアチームの
治療期か ら終末期 にいた る継続的連携の あ り方
第47回 日本癌治療学会学術集会,2009年10月,横
浜





メン トに関するバ リア 第29回 日本看護科学学会学
術集会2009年11月,千 葉
13.	村上明華,瀬 戸奈津子,清 水安子 糖尿病患者を取
り巻 く人々の糖尿病のイメージと糖尿病患者への対
太文字=教 員2重 線=博 士学生 下線=院 士学生 点線=学 部生 
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応の実態 第14回 日本糖尿病教育 ・看護学会 札幌
コンベンションセンター2009年9月19日 ～20日












17.	 砥石和子,瀬 戸奈津子,木 下千鶴,福 井 トシ子
新卒看護師の教育に要 した時間と看護師数一新卒看
護師教育体制と教育プログラムの構築を目指 して
第1報 一 第29回 日本看護科学学会学術集会2009
年12月,千 葉市





19.	 瀬戸奈津子,木 下千鶴,砥 石和子,福 井 トシ子
新卒看護師教育プログラムの構築一新卒看護師教育
体制 と教育プログラムの構築を目指して 第3報 一
第29回 日本看護科学学会学術集会2009年12月,
千葉市
zo.	 酒井郁子,諏 訪さゆ り,飯 田貴映子,根 本敬子,
岩鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞理子,丸 山優,坂 井さ
ゆり,萩 野悦子,人 見裕江,渕 田英津子,渡 辺みど




21.	 諏訪 さゆり,酒 井郁子,飯 田貴映子,根 本敬子,岩
鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞理子,丸 山優,坂 井 さゆ
り,萩 野悦子,人 見裕江,渕 田英津子,渡 辺みどり,
松澤有夏,渡 邉智子 生活リズム障害ケアプロ トコ
ール導入に向けた職員研修の効果,日 本老年看護学
会第14回 学術集会,2009年9月,札 幌
22.	遠藤淑美,坂 井さゆり,酒 井郁子,飯 田貴映子,根
本敬子,岩 鶴早苗,大 塚眞理子,丸 山優,萩 野悦子,
人見裕江,渕 田英津子,渡 辺みど り,松 澤有夏,渡




23.	 萩野悦子,諏 訪さゆり,酒 井郁子,諏 訪さゆり,飯
田貴映子,根 本敬子,岩 鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞
理子,丸 山優,坂 井さゆり,人 見裕江,渕 田英津子,




24.	 飯田貴映子,酒 井郁子,諏 訪さゆり,根 本敬子,岩
鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞理子,丸 山優,坂 井さゆ





25.	 酒井郁子,飯 田貴映子,根 本敬子,諏 訪さゆり,岩
鶴早苗,遠 藤淑美,大 塚眞理子,丸 山優,坂 井さゆ
り,萩 野悦子,人 見裕江,渕 田英津子,渡 辺みどり,
松澤有夏,渡 邉智子 生活リズム障害ケアプロ トコ
ールver.1の 長期ケア施設入居者への適用,日 本老
年看護学会第14回 学術集会,2009年9月,札 幌
zs.	 黒河内仙奈,酒 井郁子,飯 田貴映子,根 本敬子,









zs.	 小林珠実,師 岡友紀,福 録恵子,清 水安子,瀬 戸
奈津子,室 井みや,梅 下浩司 看護学を専攻する大
学生の自我同一性地位と専攻領域選択に伴う認識に





30.	 福録恵子,趨 虱友紀,瀬 戸奈津子,小 林珠実,梅 下
















33.福	録恵子,瀬 戸奈津子,清 水安子,太 田暁美,木 村
みさか 整形外科 クリニックを拠点 とした転倒予防
在宅 トレーニングプログラムの開発一第2報:ト レ
ーニング記録表によるプログラム試案の評価と課題


















38.山	本有香,心 光世津子,遠 藤淑美 アルコール依存
症者の配偶者の思いとその変化一断酒会会員の配偶
者へのインタ ビュー調査から 第29回 日本看護科学
学会学術集会2009年11月,千 葉市
39.白 井里佳,鰮 友紀,京 力瑞穂,新 開裕幸,呉 聖人,
山辺え り,田 中博子 看護基礎教育段階での簡易型
一次救命処置演習の効果について 第11回 日本救急
看護学会学術集会2009年11月 福岡市
40,山 川腱 え,西 左志織,繁 信和恵,三 井昌美,D
去亶,虫 圖亜..,国 本京美,牧 本清子 認知症患
者のモニタ リングによる客観的な歩行指標につい
てのスタッフによる検討.示 説 第10回 日本認
知症ケア学会学術集会。東京,2009.10.31
41.山 皿 陛 え,繁 信和恵,0,牧 本清子,瀬 川
七重,三 好瑠美子,田 伏薫 前頭側頭型認知症患者
の入院後の歩行パターンの形成:lCタ グモニタリ 
ングシステムを用いた連続モニタリング ロ演、第
24回 日本 老 年 精 神 医 学会 学 術 集 会.横 浜. 
2009.6.20

42.	 山山匪 え,三 井昌美,西 方志鐡,0,虫 固
亜盖壬,牧 本清子 認知症患者の入院後の夜間の歩
行のアセスメン ト.口 演、第14回 日本老年看護学
会学術集会.札 幌.2009.9.27
43.	 ,;,木 村裕,清 水潤三,宮 本敦史,梅 下浩司,
小林哲郎,門 田守人,牧 本清子 食道手術における
手術部位サーベイランス 示説.第24回 日本環境
感染学会学術集会.横 浜.2009.2.28
44.	 山 弛純瑚,0真 貴,荻 野 敏,入 船盛弘,菊 守 寛,
馬場謙治 スギ花粉症 に対するプランルカス ト初期
投与の有効性一下気道に対する効果 第21回 日本ア
レルギー学会春季臨床大会2009年6月 岐阜市




46.	 Y紀 壬,俚 藤真貴,加藤壬晶,荻 野 敏,菊 守 寛,




47.	 俚藤真貴,血0,加 藤王晶,蓖_由 優,荻 野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守
寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,
野瀬道宏 スギ花粉症患者の労働生産性に対する薬
剤の影響一JRQLQ、WPAI-ASを 用いて 第27回 日本耳
鼻咽喉科免疫アレルギー学会2009年2月 千葉市
48.	 加藤王晶,伊 藤真貴,盤,亶_由 優,荻野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守
寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,
野瀬道宏 スギ花粉症患者における日中の眠気の花
粉症症状/QOLへ の影響 第27回 日本耳鼻咽喉科免
疫アレルギー学会2009年2月 千葉市
49.	 加藤王贔,便藤真貴,盥E,達L血 優,荻 野 敏,
有本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守




50.	富_由 優,俚 藤真豈,Yy.,加 藤王晶,重 山優
王,荻 野 敏,有 本啓恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大
川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾 律,竹 田真理子,玉 城
晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏,長 野拓三 スギ花粉症







51.加 藤王晶,亶_由 優,荻 野 敏 大阪府におけるア
レルギー疾患を有する児童生徒の実態調査 一アレル
ギー性鼻炎 ・花粉症 第14回 鼻アレルギー治療研究
会2009年6月 東京都
52.;1;,加	 藤王a,亶_由 優,荻 野 敏,入 船盛
弘 鴨花粉飛散量からみたスギ花粉症患者の症状およ
びQOL:2006～2009年 の比較 第48回 日本鼻科学会
2009年10月 松江市
53.薑L由	優,加 藤王贔,荻 野 敏,入 船盛弘 スギ花
粉症患者の労働生産性と症状 ・QOLと の関連 第48
回日本鼻科学会2009年10月 松江市
54加	藤 王」晶,畜_由 優,荻 野 敏 スギ花粉症患者の
症状 ・QOL・日中の眠気:2008年 と2009年 の比較 第
48回 日本鼻科学会2009年10月 松江市
55.長	野拓三,加 藤王晶,畜_由 優,雌,荻 野 敏
アレルギー性鼻炎合併の有無によるア トピー性皮膚
炎患者のQOLの 比較 第59回 日本アレルギー学会秋
季学術大会2009年io月 秋田市
56.入	船盛弘,加 藤王品,亶_由 優,;i.,荻 野 敏,
有本啓恵,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,瀬 尾
律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬道宏
花粉飛散量か らみたスギ花粉症患者の症状および
QOL:2006～2009年 の比較 第59回 日本アレルギー
学会秋季学術大会2009年10月 秋田市
57.加	藤王晶,鹽 二血優,艦,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の日中の眠気一花粉飛散量の
影響 第59回 日本ア レルギー学会秋季学術大会
2009年10月 秋田市
58.歯_由	優,加 藤王晶,雌,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の労働生産性と症状・QOLの関
連:2008年 と2009年 の比較 第59回 日本アレルギ
ー学会秋季学術大会2009年10月 秋田市
59.小1齟	銚朱,加 藤王晶,壷 」由優,荻 野 敏,有 本啓
恵,入 船盛弘,岩 田伸子,大 川内一郎,菊 守 寛,
瀬尾 律,竹 田真理子,玉 城晶子,馬 場謙治,野 瀬
道宏 スギ花粉症患者の症状とQOL:薬 剤の影響 第
59回 日本アレルギー学会秋季学術大会2009年10
月 秋田市





1.	 清水安子 第12回 石見糖尿病談話会 特別講演 「看
護師が捉える糖尿病患者のセルフケア能力とは?」
浜田医療センター 平成21年8月29日
z.	 清水安子,黒 田久美子,内 海香子,瀬 戸奈津 子
第2回 糖尿病看護認定看護師のためのフォローアッ





4.	 瀬戸奈津子 平成20年 度 大阪大学医学部附属病院
看護部新任臨地実習指導者院内研修2009年2月,
大阪
5.	 瀬戸奈津子 第23回 山形県糖尿病教育スタッフ会
講演2009年1月,山 形




7.	 瀬戸奈津子 第31回 近畿 ・糖尿病の 自己管理を考え
る会 シンポジウム療養指導の資格 と役割 「糖尿病
看護認定看護師について」2009年9月,大 阪
8.	 瀬戸奈津子 日本糖尿病教育・看護学会主催 糖尿
病重症化予防(フ ッ トケア)研 修ア ドバンスプログ
ラム 講演 「フッ トケアにおけるリスクマネジメン
ト」2009年11月,東 京
9.	 瀬戸奈津子 第14回 北海道糖尿病看護研究会基調講
演 「糖尿病看護の実践を評価するためのチャレンジ」,
2009年11月,札 幌






12.	 遠藤淑美 対人関係論,日 本精神科看護技術協会一
般精神科看護研修会,2009年7月,大 阪
13.	 遠藤淑美 対人関係論,日 本精神科看護技術協会一
般精神科看護研修会,2009年8月,京 都
14.	竹 内佐智 恵NANDAの 看護診断 に関する研修会
防衛医科大学校病院2009年9月12日,埼 玉





管理 主任 ・師長編 「臨床における看護研究」2009
年12月,京 都
16.雌	 え 財団法人浅香山病院看護部 看護 トピ
ックス研修 「老年期の特性」2009年5月,大 阪
M報 道




2.瀬	 戸奈津子 日々、大過なく<下 〉糖尿病患者のサ














1.牧	 本清子 第19回 日本看護ク リティカルシンキン
グ研究会2009年3月7日 、8日 神戸市
2.牧	 本清子 第20回 日本看護クリティカルシンキン
グ研究会2009年10月3日 、4日 神戸市
3.遠	 藤淑美,心 光世津 子 精神科看護事例検討会
2009年1,5,9月 大阪2009年3,7,11月 京都
4.池	 田光穂,霜 田求,中 岡成文,山 中浩司,心 光
世津子 大阪大学医療人文学研究会
4.講	習会
1.瀬	 戸奈津子 日本糖尿病教育 ・看護学会主催 糖尿
病重症化予防(フ ッ トケア)研 修ア ドバンスプログ
ラム2009年11月
5.そ	の他
1.清	 水安子,西 村ユミ,遠 藤淑美,瀬 戸奈津子,他
質的研究勉強会




3.'大	倉瑞代,小 林美保,肥 後直子,岡 崎優子,両 田美
智代,杉 宮伸子,山 崎歩,小 林貴子,数 間恵子,
瀬戸奈津子,森 加苗愛,米 田昭子,杉 田和枝,中 村
慶子,任 和子 交流集会2「r糖 尿病重症化予防(フ
ットケア)研 修』の報告と今後の課題」第14回 日本
糖尿病教育 ・看護学会学術集会2009年9月










1.梅 下浩司(分 研究担者)腎 臓移植の成績向上をめ
ざした臨床データ解析を目的とした症例登録と追跡
制度の確立並びに ドナー及びレシピエン トの安全性
確保とQOL向 上に関する研究 平成21年 度厚生労働
科学研究費補助金
2.清	 水安子(研 究代表者)黒 田久美子,内 海香子,
麻生佳愛,村 角直子,瀬 戸奈津子,正 木治恵(研 究
分担者)糖 尿病セルフケア能力測定ツールを活用 し
た看護援助 プログラムの開発 平成20～21年 度
科学研究費補助金(基 盤研究C)
3.荒 尾晴惠(研 究代表者)ト ータルペインとしてのが
ん疼痛を緩和するセルフケア支援看護モデルの開発
と検証平成21年 ～24年 度 文部科学省科学研究費
補助金(基 盤研究B)
4.荒 尾晴惠(研 究代表者)化 学療法による認知機能障
害がもた らすセルフケア不足を支援する介護介入の
検討 平成20年 度～22年 度 文部科学省科学研究
費補助金(挑 戦的萌芽研究)
5.荒	 尾晴恵(連 携研究者)が ん看護領域における効果
的外部コンサルテーシ ョン導入プロセスの 構造に
関する研究 平成18～21年 度 文部科学省科学研究
費補助金(基 盤研究B)
6.瀬	 戸奈津子(研 究代表者)糖 尿病看護における実践
能力育成プログラムの開発 平成20～22年 度 文部
科学研究費補助金(基 礎研究C)
7.遠 藤淑美(研 究代表者)統 合失調症の身体性を育
む看護援助 に関する研究一身体性志向的看護援助の
確立 平成21年 ～22年 度 文部科学省科学研究費
太文字=教員2一 生 下線=院士学生 息纏≡学部生 
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(挑戦的萌芽)
8.酒 井郁子(研 究代表者)遠 藤淑美(研 究分担者)他,
高齢脳卒中患者の自我発達を促進する学習教材の開
発と効果測定,科 学研究補助金(基 盤研究C)








10.福	録恵子(研 究代表者),清 水安子,瀬 戸奈津子,




11.鯛	 友紀 科学研究費補助金 若手研究(B)生 体
肝移植術後 ドナーのQOL尺 度の開発2009-2011.
3.受	託研 究費 な し
4.奨	学寄付金
1.心	 光世津子(研 究代表者)精 神看護学実習へのl
CF(国 際生活機能分類)の 視点導入に向けた実習
教材開発 平成20,21年 度笹川科学研究助成金(実
践研究部門)研 究協力者 遠藤淑美,諏 訪さゆり
5.大	学改革推進等補助金 な し
粗	 学会 ・職能 団体等の役員活動


























3.瀬	 戸奈津子 大阪府看護協会 看護臨床研修制度
あり方検討委員会 副委員長










5.梅 下浩司 日本肝移植研究会プロジェク ト委員
6.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー安全対策委員
7.梅 下浩司 日本肝移植研究会 ドナー調査委員
8.清	 水安子 日本糖尿病教育・看護学会研究推進委員
会委員








13.瀬 戸奈津子 日本糖 尿病教育 ・看護学教育学会
糖尿病重症化予防(フ ッ トケア)研 修推進委員会
委員






















































5.新	 家 一 輝,藤 原 千 惠 子 小 児 の 入 院 と 母 親 の 付 き 添
い が 同 胞 に 及 ぼ す 影 響 一 同 胞 の 否 定 的 変 化 と 肯 定 的
変 化 と の 関 係 一 第39回 日 本 看 護 学 会 論 文 集 一 小 児
看 護 一2009年26-28頁
6,宮 野 遊 子,武 内 紗 千,藤 原 千 惠 子 小 児 科 外 来 に お
け る 看 護 師 お よ び 母 親 一 の 子 ど も に 対 す る 援 助 に 影
響 す る 要 因 鹽 第39回 日 本 看 護 学 会 論 文 集 一 小 児 看 護
一2009年275-277頁
7.村	 田 絵 美,藤 原 千 恵 子 入 院 生 活 に お け る 幼 児 後 期
の 子 ど も の 遊 び 体 験 に 対 す る 親 の 認 識 小 児 保 健 研
究2009年68巻1号46-52頁
&藤	 原 千 惠 子 患 者 の レ ジ リ エ ン ス を 引 き 出 す 看 護 職
者 の 支 援 看 護 研 究2009年42巻1号37-44頁
9.富	 永 康 仁,岩 谷 祥 子,北 井 征 宏,橋 本 奈 津 子,新 谷
研,下 野 九 理 子,沖 永 剛 志,永 井 利 三 郎,大 薗 恵 一
「ケ トン 食 療 法 を 行 な っ た 歯 状 核 赤 核 淡 蒼 球 ル イ 体
萎 縮 症 の!例 」,大 阪 て ん か ん 研 究 会 雑 誌2009年
10月20巻1号27-32頁 
10. 北井征宏,池 田 妙,岩 谷祥子,新 谷 研,富 永康
仁,下 野九理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗恵一
「ガンマグロブリン療法が著効した難治性てんかん
性 スパ スムの一例 」	 大 阪てんかん研 究会 雑誌
(0918-9319⊃2009年10月20巻1号13-19頁
11.	 藤丸季可,稲 田 浩,木 野 稔,里 村憲一,塩 見正





12.	 大澤真木子,井 上有史,亀 山茂樹,加 藤天美,松 浦





13.	 由井千鶴 鈴木理保子,坂 口けさみ,徳 武千足,芳
賀亜紀子,金 井 誠,市 川元基,大 平雅美,上 條陽




14.	 芳賀亜紀子,坂 口けさみ,湯 本敦子,徳 武千足 金





る学童期の子 どもと親のレジリエンス 看護研究, 
42(1),27-35.




17.	 久我原朋子,安 藤布紀子,酒 井ひろ子,正 泉寺弥生,
大橋一友 妊婦の歯周病と口腔内自覚症状 ・口腔ケ
アとの関連 母性衛生50(1),94-101,2009
18.	 酒井ひろ子,大 橋一友 新生児を育てる母親のス ト
レッサー尺度の開発 日本母性看護学会誌9(1〕, 
1-8,2009
19.	 矢野惠子,大 橋一友,八 木橋香津代,塩 沢直美,此
川愛子 治療経験者から見た不妊医療チームにお
ける 「橋渡 し」一連想法を取 り入れた面接調査より
一 日本不妊カウンセ リング学会8(2) ,2009
zo.	新川治子,島 田三惠子,早 瀬麻子,乾 つぶら 妊娠





















2.文 字 智子,仁 尾 かお り,藤 原 千惠子 ダ ウ ン症の子
どもを もつ母 親 の レジ リエ ンス ー 自立 に向 けた か
かわ りによ る レジ リエ ンス の差 異 一 第56回 日本
小児保健 学会 講演集2009年10月237頁
3.柴	 枝理 子,藤 原千惠 子 幼児 を育 てる母親 の食事や
食生 活 に対 する意 識 とその 現状 第56回 日本小 児保
健学会 講演集2009年10月244頁
4.文	 字智子,仁 尾か お り,藤 原千 惠子 思春期 ・青年
期の ダ ウ ン症 の子 どもをも つ母 親の レジ リエ ンス
ー背 景要 因 によ る差異 一,日 本 小児 看護 学会 第19
回学術集 会講演 集2009年7月156頁.
5.常	 松惠子,藤 原 千惠 子 初 めて生活 を ともにするわ
が子 への 父親 の かかわ り 第35回 日本看 護研 究学
会雑誌2009年8月32巻3号 頁
6.藤	 田優一,藤 原 千惠 子 成人 との混合 病棟で 小児看
護を 実践 す る看護 師 の職務 ス トレス ー小児 患者 割
合 別 での 比較 第40回 日本 看護 学会 抄録集 一看 護
管理,2009年10月409頁.
7.藪	 内夏美,藤 原 千 恵子2歳 児 を もつ母親 の 育児
への 思 いにつ い ての分 析 一掲示板 に投稿 され たイ
ライ ラ感 に注 目 して 一 第56回 日本 小児保 健 学会
講演集2009年10月153頁
8.仁	 尾か お り,文 字 智子,藤 原 千惠子 ダ ウン症 の子
どもを もつ母親 の 自立 に関す る認識 に よる レジ リ
エ ンスの 差異 一 日本 家族 看護 学会 第16回 学術 集
会講演集2009年9月131頁.
9.新	 家 一 輝,藤 原 千 惠子,石 井 京 子,河 上 智 香,
泉_美 賚,山 坦 晃 子,倉 橋 理香,武 内紗千,遵 杢墓
摘,入 院 児 の き ょ うだ い の 人 格 的成 長 尺 度 の 作 成
日本家族 看護 学会第16回 学術集 会講演 集2009年9
月186頁.
10.富 永康仁,池 田 妙,橋 本奈津子,岩 谷祥子,北 井
征宏,新 谷 研,木 村志保子,下 野九理子,沖 永剛




11.下	野九理子,青 天 目信,橋 本奈津子,柳 原恵子,




12.橘	 雅弥,北 井征宏,村 田絵美,山 本知加,酒 井佐
枝子,加 藤久美,下 野九理子,毛 利育子,沖 永剛志,
'永 井利三郎
,大 薗恵一,谷 池雅子 先天性サイ トメ
ガロウイルス感染症と広汎性発達障害を合併 した2
症例 脳と発達2009年5月41巻$UpplS346頁
13.富	永康仁,森 田祥子,北 井征宏,橋 本奈津子,新 谷
研,下 野九理子,沖 永剛志,柳 原恵子,永 井利三郎,
大薗恵一 てんかんで発症 し,失 調 ・発達遅滞を伴
わないGlut-1異 常症の女児例 脳と発達2009年5
月41巻SupplS335頁
14.森	田祥子,下 野九理子,北 井征宏,新 谷 研,富 永
康仁,沖 永剛志,貴 島晴彦,加 藤天美,谷 池雅子,
永井利三郎,大 薗恵一 てんかん外科手術を施行 し
たWest症 候群6例 における予後の検討 脳と発達
2009年5月41巻SUpplS319頁
15.北 井征宏,森 田祥子,新 谷 研,富 永康仁,下 野九
理子,沖 永剛志,永 井利三郎,大 薗惠一 難治性ス
パス ムに対するガ ンマグ ロブ リン療法 の有効性
脳と発達2009年5月41巻SUpplS318頁
16.沖 永剛志,森 田祥子,北 井征宏,新 谷 研,富 永




17.鍋	谷まこと,村 上清孝,船 戸正久,三 宅 理,斎 藤
利雄,金 太章,永 井利三郎,田 中順子,若 宮英司
発達障害児のための支援ネッ トワーク形成に関する
アンケー ト 診療所 に対するアンケー ト調査結果
脳と発達2009年5月41巻$UpplS300頁
18.下	野九理子,橋 本奈津子,北 井征宏,橘 雅弥,
新谷 研,富 永康仁,沖 永剛志,酒 井規夫,毛 利育
子,谷 池雅子,永 井利三郎,大 薗惠一 痙性斜頸 に
対するボツ リヌス療法の治療経験 脳と発達2009年
5月41巻SupplS206頁
19.今	井克美,沖 永剛志,木 村志保子,神 尾範子,青 天
目信,下 野九理子,大 薗恵一,柳 原恵子,永 井
利三郎	 グル コース トラ ンスポーター1異 常症
(Glut-1DS)診 断における誘発電位の有用性(第 一報1






zo.	 青天目信,下 野九理子,森 田祥テ,北 井征宏,新 谷
研,富 永康仁,三 善陽子,沖 永剛志,柳 原恵子,今
井克美,永 井利三郎,大 薗恵一 成長ホルモン補充
療法を施行 したグル コース トランスポーター1異 常
症の3例 脳と発達2009年5月41巻SUpplS242
頁
21.	 山本知加,加 藤久美,村 田絵美,福 田祥子,鳫 野
雪保,植 野絹子,前 野敏也,福 田雅一,毛 利育子,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子5歳 児相談にお
ける行動観察によるスク リー;ン グ法の開発 第56
回日本小児保健学会2009年10月 第56回 日本小
児保健学会93項
22.	 加藤久美,鳫 野雪保,植 野絹子,前 野敏也,福 田
雅一,福 田祥子,村 田絵美,山 本知加,毛 利育子,
永井利三郎,大 薗恵一,谷 池雅子 政令指定都市に
おける5歳 児発達相談の役割一堺市5歳 児発達相談
テス ト事業平成20年 度相談実績より一 第56回 日
本小児保健学会2009年10月139項
23.	 安井まどか,大 橋一友 女子大学生の過去の運動,
食生活,睡 眠と骨密度との関連 大阪母性衛生学会
雑誌45(1),92-97,2009
24.	 鈴井江三子,久 我原朋子,池 田理恵,大 橋一友,
判治康代'妊 婦の身体感覚と胎児への愛着の関係性
一初産婦と経産婦の比較 ・検討一 日本助産学会誌 
22(3),365,2009

25.	 久我原朋子,鈴 井江三子,大 橋一友 妊婦の口腔内
の健康状態 と喫煙習慣との関連 日本助産学会誌 
22(3),391,2009
26.	 大橋一友 尿中コチニンを用いた妊婦の喫煙状況の








zs.	 新 田紀枝,河 上智香,高 城智圭,高 城美圭,常 松
惠子,O,上 田惠子,石 井 京 子,藤 原
千惠子 看護職者 による患者家族 レジ リエ ンス支






31.	 高城智圭,新 田紀枝,河 上智香,高 城美圭,常 松
惠子,北 塵,上 田恵子,石 井 京 子,藤 原
千惠子 看護職者による患者家族 レジ リエンス支
援 一看護経験年数および職務キャ リァによる実施
の差異 一 日本家族看護学会第16回 学術集会講演
集,2009年9月108頁.
32.	 河上智雷,武 内紗千,藤 原千惠子 看護師の属性
による入院児のきょうだい支援の差異,日 本小児看
護学会第19回 学術集会講演集,2009年7月189頁.
33.	 河上智香,高 城智圭,新 田紀枝,高 城美圭,常 松




34.	 武 内紗千,河 上智 香,新 家 一輝,倉 橋 理香,




35.	 赤井由紀子,田 中響,木 内佳織,福 山智子,高 橋弘
枝,徳 山可奈,山 田裕子,丹 原正 妊婦の睡眠につ
いてASRAIJSSRIJSCJointCongress2009
PROGRAM&ABSTRACT2009年10月202頁




37.	 高田一美,古 藤 雄太,永 井利三郎 就学前児のMR
ワクチ ン接種状況に関する検討一母親の勤務形態,
2回 制度情報 との関連一 第56回 日本小児保健学
会2009年10月174項
38.	 西主旭且壬,大 橋一友 産後1ヶ 月の父親のうつ状態
のリスクファクターおよび母親の産後うつ状態との
関連 日本助産学会誌22〔3),344,2009
39.	 安藤布紀三E,大 橋一友 妊娠中の骨盤痛に対する骨
盤ベル トの効果 日本助産学会誌22{3),422, 
2009
40.	 差関敦壬,大 橋一友 第1子 を出産 した娘への里帰
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2.	藤 田優一,藤 原千惠子 小児看護を実践する看護師
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5.	 新家一輝,藤 原 千恵子,石 井 京子,河 上智香,








7.	 藪内夏美,藤 原千惠子2歳 児をもつ母親の育児へ
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の差異一 第56回 日本小児保健学会2009年10月 大
阪市
54,在	宅で経管栄養を長期に行っている子どもの食事 に
関する母親の認識 撞川⊥乙のぶ,池 旦噬 泉美香,
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小児保健学会2009/10/01
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千恵子 小児の入院と母親の付き添 いによるき ょ
うだいの肯定的変化の程度と属性 ・背景要因との関
連性 日本家族 看護学会第16回 学術集会講演集
2009年9月 高山市.
56.査	藤雄.太,高 田一美,丸 血 あ血 み,永 井利三郎
就学前児のMRワ クチン接種状況に関する検討一情報 
源の役割を中心に一 第56回 日本小児保健学会 
2009/10/01
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協会主催 てんかん基礎講座2009年7月 東京都









11.	 永井利三郎 ダ ウン症 に関する指導 および講義
池田市保育研修会 池田市2009年10月




14.	 大橋一友 妊娠経過 に注 目する一高齢妊娠 第24
回不妊カウンセラー ・体外受精コーディネーター養
成講座2009年6月 東京





















1.永	 井利三郎 第56回 日本小児保健学会 運営委員 
2009.9
2.永	 井利三郎 第183回 大阪小児科学会シンポジウム
主催2009.9
2.セ	ミナー
1.永	 井利三郎 特別支援教育セミナーinr関 西」20
09シ ンポジウム主催2009.8
2,永 井利三郎 第1回 シンポジウムNPO法 人特別支
援教育ネ ットワークrが じゅまる』 「発 達 障害 の
理解～医療 ・家庭 ・教育の現場か ら」 主催2009.3
月








員会主催 企画 ・運営8月 大阪市




考える 子どもの保育と健康 大阪小児科医会 主
催2009.2
3.研	究会
1.大	 橋一友 第65回QOL研 究会 ス トレス社会と
心豊かな生き様2009年4月 大阪













2.国	内民間研究機 関 な し
3.国	外公的機関 なし




1.藤	 原千惠子(研 究代表者)生 命危機を伴 う先天性
疾患児の親のための危機を乗 り越える レジリエ ンス
強化プログラム 平成20～22年 文部科学省科学
研究費補助金 基盤研究C




3.永	 井利三郎(研 究代表者)予 防接種ハイリスク者
の免疫状況と安全かつ有効な接種方法の研究 財団
法人予防接種 リサーチセンター調査研究費補助金
研究協力者 宮崎千明,伊 予田邦昭,前 田由美,永
利義久,中 山秀樹
4.平 成20～24年 度科学研究費補助金(基 盤研究 〔B))
課題番号20390562「 妊娠中から産褥期の母親の生
活リズム等が妊娠産褥経過に及ぼす影響」研究代表
者 島田三惠子,分 担研究者 関 博之,鮫 島道和,
竜岡久枝,白 井文恵,大 森智美
5.平	 成19～21年 度科学研究費補助金(基 盤研究 〔B))
課題番号19390557,「 正期産母子に対する分娩直後
のカンガルーケアの問題 と安全性並びに快適性 に関
する研究」分担研究者 島田三惠子(研 究者代表者 坂
口けさみ}
6,平	 成21年 度科学研究費補助金(萌 芽研究)中 高年男
性のパタニティブルーズとうつ病発症との関連 に関
する研究 西村明子(代 表)大 橋一友
7.河	 上智香(研 究者代表)在 宅長期医療ケアを要す
る子どもを持つ親のレジリエンス尺度の開発と必要
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なケアの探求 平成21-21年 文部科学省科学研究費7.島 田三惠子 日本看護科学専任査読委員

補助金.若 手研究(B) 8.島 田三惠子 日本助産学会査読委員

3.受	託研究費 9.大 橋一友 大学評価 ・学位授与機構 研究水準判定
1.永	 井利三郎(研 究代表者)発 達障がい療育等支援 組織 専門委員

事業の効果検証に関する研究 大阪府受託研究 10.大 橋一友 豊中市男女共同参画推進委員会 委員

4.奨	学寄付金 な し 11.新 田紀枝 第40回(21年 度)日 本看護学会一看護
5.大	学改革推進等補助金 な し 管理一論文選考委員
12.新 田紀枝 第40回(21年 度)日 本看護学会一看護
刈 学会 ・職能団体等の役員活動 管理一学術集会抄録選考委員
1.会	長 ・理事長 13.新 田紀枝 平成21年 度 日本看護学会学会準備委員
1.永 井利三郎 大阪小児科学会副会長,	 7.そ の他
2.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長, 1.永 井利三郎 厚生労働省疾病障害認定審査部会委員
3.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長, 2.永 井利三郎 大阪府発達障害支援体制整備検討委員
4.永 井利三郎 阪神小児神経筋研究会会長,	 会委員長
5.永 井利三郎 関西病病弱教育セミナー会長 3.永 井利三郎 大阪府特別支援教育連携協議会委員
z.理	事 ・幹事 4.永 井利三郎 箕面養護学校医師講師
1.永	 井利三郎 日本てんかん学会理事,日 本小児神経 5.永 井利三郎 豊中市障害児担当医
学会理事 6.永 井利三郎 豊中市しいの実学園嘱託医
2.大 橋一友 日本不妊カウンセ リング学会 理事 1.永 井利三郎 韓国高陽市発達障害支援プロジェク ト
3.大 橋一友 大阪母性衛生学会 常任理事 国際顧問
4田 中恵子 大阪母性衛生学会 幹事 8.永 井利三郎 大阪小児てんかん研究会会長
3.評	議員 9.永 井利三郎 阪神小児神経筋疾患研究会会長
1.藤 原千惠子 日本看護科学学会	 10.永 井利三郎 大阪小児神経学懇話会会長
2.藤 原千惠子 日本小児看護学会	 11.永 井利三郎 てんかん学会近畿地方会運営委員長
3.藤 原千恵子 日本家族看護学会 12.永 井利三郎 大阪市立総合医療センター倫理委員会





9.大 橋一友 日本生殖免疫学会	 総合ヘルスプロモーション科学講座
10.大 橋一友 日本母性衛生学会
4.支	部長 なし 1論 文
5.委	員長 ・副委員長 1.学 術 論 文 
1.永 井利三郎 てんかん研究編集委員長	 1.MiwaN,NakamuraT,OhnoY:Newindicatorsforthe 
2.島 田三恵子 日本助産師会機関誌出版委員長 evaluationofcommunitypoliciesbasedonperiodand 
3.新 田紀枝 大阪府看護協会学会委員 副委員長 cohorteffectsincerebrovasculardiseasemortalityrates. 
6.委	員 JapanHospitals28:79-85,2009. 
1.永 井利三郎 日本小児科学会代議員	 z. OoeY,NakamuraT,OhnoY:Age-period-cohort 
2.永	 井利三郎 日本小児神経学会 長期計画委員会委 analysisofsuicidesamongJapanese1950-2003:A 
貝 bayesiancohortmodelanalysis.JapanaHospitals 
3.	 永井利三郎Brain&Development編集委員, 28:71-78,2009. 
4.	 永井利三郎 歴史資料編纂委員会担当理事 3. KoetakaH,OhnoY,MorimotoK:Long-termeffectsof 
5.	 永井利三郎 日本てんかん学会 薬事委員会委員 lifestyleonmultipleriskfactorsinmale 
s.	 島田三恵子 大学評価学位授与機構学位審査会 専 workers.EnvironmentalHealthandPreventiveMedicine. 
門委員 14:165-172,2009.
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12.岡	 田 志 麻,大 野 ゆ う 子,検 見 崎 謙 治,王 媛 媛,
筒 井 杏 奈 動 画 像 に よ る 睡 眠 時 の 体 動 検 出 日 本 感
性 工 学 会2009年10巻709-717頁
13.徳 重 あ つ 子,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,岡 み ゆ き,」 生 山
墨 脳 波 計 測 に 基 づ く 仰 臥 位 か ら 坐 位 へ の 姿 勢 変 化
が も た ら す 脳 活 性 に つ い て の 研 究 日 本 生 体 医 工 学
会2009年47巻1号15-27頁
14.岡	 み ゆ き,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,徳 重 あ つ 子,片 山
恵 回 復 期 脳 卒 中 片 麻 痺 患 者 の 非 麻 痺 側 筋 肉 量 と 基
本 的ADLと の 関 連 日本 健 康 医 学 会 雑 誌2009年17
巻1号3-9頁
15.木	 村 静,阿 曽 洋 子 女 性 へ の 足 裏 マ ッ サ ー ジ に よ る

































文 鐘聲,三 上 洋 地域在住 日本人高齢者と在 日
コリアン高齢者の転倒要因の比較,日 本老年医学会
雑誌46(3):232-238,2009








保坂良資,石 井豊恵,清 水佐知子,大 野ゆう子,
東村昌代UHF帯 パッシブRFlDタ グによる病棟 内患
者 自動検知の可能性に関する研究 電子情報通信学
会技術研究報告2009年109巻106号5-10頁
中谷安寿,杉 浦圭子,三 上 洋 ホームヘルパ ーの
仕事意欲測定尺度開発およびその要因 日本公衆衛
生雑誌56(2):87-100,2009








大塚敏子,荒 木田美香子,三 上 洋 高校生の将来
喫煙の リスクからみた特徴の分析一喫煙防止教育の
検討に向けて一 日本公衆衛生雑誌(inpress)
秋山明子,沼 田久美子,三 上 洋 在宅医療専門機
関を利用 した末期がん患者の在宅終末期医療の特徴
と介護者(遺 族)に よる評価 緩 和ケ ア19〔3): 
278-282,2009


























































































































































































20.	 越 野 八 重 美,大 野 ゆ う子 介 助 動 作 学 習 に お け る 数
量 的 検 討 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告MEと バ




21.	 志 岐 直 美,大 野 ゆ う 子,藤 井 歩 美,村 田 康 三,松 村
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22,笠原聡子,大 野ゆう子,石 井豊恵,沼 崎穂高 病棟
における看護業務 中断の実際 と改善への提案 第7
回生活支援工学系学会連合大会2009年9月,129-
130頁







25.佐	藤浩美,鍋 谷佳子,萩 原さがみ,井 上智子,伊 部
亜希,阿 曽洋子 看護師による静脈注射部位の血管
アセスメント及び穿刺血管に影響する要因と トラブ
ル発生率 との関係 第40回 日本看護学会抄録集一
看護管理一2009年10月190頁




27.岡	村仁美,井 上智子,葉1彑 査香 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看
護学会抄録集成人看護Il2009年9月219頁
2&細 谷紀子,大 室律子,丸 山美知子 保健医療福祉政
策の転換期における都道府県庁の保健師が行う施策
化実践内容 日本地域看護学会 第12回 学術集会
講演集p1872009年6月
29.石	井豊恵,清 水佐知 子,保 坂良資,大 野 ゆ う子
リネンRFlDタ グによる患者安全 ・見守 りシステムの
実験的検討 生体医工学2009年4月47巻139頁












33.鍋	谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率か らみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメン ト能力の変
化 第40回 日本看護学会抄録集 一看護管理 一
2009年10月191頁




29.嶺	岸秀子,千 崎美登子,荻 原修代,青 木繁伸,有 馬
志津子,三 上 洋,稲 吉光子 変化ステージ理論に
基づ く禁煙支援の看護教育 ・実践への導入モデル
日本がん看護学会誌23〔SuppI.}:99,2009
30.九	津見雅美,杉 浦圭子,伊 藤美樹子,三 上 洋
施設入所認知症高齢者の攻撃性へのケアとバーンア
ウ トとの関連 日本老年医学会雑誌46(Supp1.):89, 
zoos

31.杉	浦圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,三 上 洋
介護保険サービス利用者の介護者交代に関わる要因
の検討 日本公衆衛生雑誌56(10):232,2009








34根 来佐由美,葉 山宜 香,井 上智子 地域高齢者め皮
膚ケアの実態(5月 と12月 を比較して)日 本看護
研究学会雑誌2009年8月378頁













38.旦	丸朋王,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多容壬,徳 重
あつ子,木 村静,岡 みゆき 移動援助時の看護師の










ao.	 杢多容王,阿 曽洋子,伊 部亜希,旦 訌盟壬,木 村 静,













43.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用 いて小児OSASの 治療
効果評価法の提案 生体医工学シンポジウム2009講
演予稿集2009年9月116頁
44.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 治療
効果評価法 の提案 第1回ISMSJ学 術 集会抄録集
2009年9月39頁




46.	 森上和恵,盤,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 育児行動 に影響する要因に関する
研究一出産年齢別の比較検討一 日本公衆衛生雑誌 
56(10):445,2009
47.	 秋山旦韭三,森 上和恵,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 就労女性と非就労女性の3か 月児
健診の満足に影響する要因の検討 日本公衆衛生雑
誌56(10〕:445,2009
48.	 神尾直佳,谷 口美江,甲 田伸一,森 上和恵,麹 山
壁,三 上 洋 育児不安に影響する要因に関する
検討～3か 月児健診の取 り組みから～ 日本公衆衛
生雑誌56(10}:448,2009
49.	長谷川避,石 山良子,高 橋弘枝,葉 山査香,井 上 
大 阪大学看護学雑藩VoL16No .1(2010) 
智子 看護組織の リーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月378頁
50.	 一,高 橋 弘枝,葉 山埜,井 上 智子
看護分野における組織風土の測定 第29回 日本看
護科学学会学術集会,2009年11月229頁
















55.	 歌因真依,大 野ゆう子,蜷,志 岐直美,筒 井
杏奈,挂 丸祐壬,早 田みどり 長崎県におけるがん
治療均てん化と集中化の検討 生体医工学シンポジ
ウム2009講 演予稿集2009年9月148頁








58.	 黜 辷E,大 野ゆう子,石 井豊恵,清 水佐知子,
査固な2豈,D剣 煌,岡 田千鶴,金 谷一朗,川 崎
和男 移送業務と移送業務実態からの病棟階設計の
考察 生体 医工学シ ンポジウム2009講 演予稿集
2009年9月117頁





60.	蠱L雄L,大 野ゆう子,山 田憲嗣 シリコーンを用
いた触覚内視鏡に関する基礎的検討 平成21年 電気










































70.	 磯野安理沙,菱 且 知代,杉 浦圭子,九 津見雅美,
伊藤美樹子,三 上 洋 介護保険制度下の居宅介護
サービスに関する利用者の意向 ・要望 日本公衆衛
生雑誌56(10):506,2009
71.	大孅E,菱 毋筮,九 津見雅美,杉 浦圭子,
伊藤美樹子,三 上 洋 在宅要介護者における褥瘡
有病率 と介 護状況 との関連 日本公衆 衛生雑 誌 
56(10):236,2009
3.研	究報告
1.早 川和生,西 原玲壬,U/,D健 亮,六 野聟代,
佐伯志穂:高 齢双生児L200組 の同胞間比較からみ
た老年期の人生満足度 に関与する遺伝と環境要因の
研 究,大 阪 ガ ス グル ー プ 福 祉 財 団報 告 書, 
22:83-87,2009.

2.白	 井文恵,丸 山美知子 訪問介護に従事する介護福
祉士 ・ホームヘルパーの感染のリスクと感染予防に
対する行動 ・認識に関する研究 第19回 フランスベ
ッド・デ ィカルホームケア研究助成 ・事業助成報告
書2009年707-726頁
4.大	学 ・研 究所 等 の報 告
1.三 上 洋,伊 藤 美樹 子,杉 浦 圭子,九 津 見雅 美,
菱蹴,太 齪,磯 野安理沙 平成20年 度
東大 阪市居 宅介護サ ー ビス の利 用に関す るア ンケー
ト調査報告書2009年3月
5.解	説 ・総 説
1.三 上 洋 血圧 異常(高 血圧 を中心 に)薬 事 日報











1.三	 上 洋16-4抜 歯 を含む手術時 の注 意点 荻原
俊男編 予防 とつきあ い方 シ リーズ[改 訂版1高 齢
者 ・糖尿病 一生 活習慣病 一〕p.110-111.メ デ ィカ
ル レビュー社,2009年
2,三	 上 洋17高 血圧 とQOL荻 原俊 男編 予防 と
つきあ い方 シ リーズ[改 訂 版]高 齢者 ・糖尿病 一生
活習慣病 一〕p.112-113.メ デ ィカル レビュ ー社,
2009年
2.専	門著 書
1.早 川和 生,ク エス チ ョン ・バ ンク保健 師国家試験 問
題 解説2010,分 担 頁314-372,373-491,メ デ ィクメ
デ ィァ,2009
2.白 井文恵 地域看護学1～ll星 旦二編zooo年 新
出題 基準別保健 師国 家試 験予 想問題集 メデ ィカ出
版2009
3.白	 井文恵 地域看護学1～ll星 旦二編2010年 出
題基準別保健師国家試験 問題 メデ ィ力出版2009
3.教	科 書 な し
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m	 招聘講演 ・シンポ ジウム等
1.	 国際学会 なし
2.	 国内学会
1.	 阿曽洋子 シンポジウム 補助人工心臓装着患者お
よび家族への支擾 日本医工学治療学会第25回 学
術大会2009年4月,大 阪市
2.	 阿曽洋子 シンポジウム 今こそ連携!基 礎教育と
臨床がタッグを組んだ看護教育 第40回 日本看護
学会L看 護管理一2009年10月,大 阪市
3.	 石井豊恵 パネルディスカッション 看護の現状と
工学への期待 ～ERな どの臨床現場から～ 日本
生体医工学会北海道支部第34回 生体医工学研究会
2009年12月,北 海道
4.	 伊部亜希 シンポジウム 研究を継続するための課
題一看護基礎研究か ら一 日本看護研究学会第22
回近畿 ・北陸地方会学術集会2009年3月,京 都市
N	 学 会 一 般 演 題
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and husbands The 4th International Conferences on 
Community Health Nursing Research, August 2009, 
Adelaide, Australia 
16. 	Shimizu S, Yoshioka N, Iwasa M, Yahan G, Ohno Y 
Social interaction in risky behavior by college student in 
japan 7th World Congress on Health Economics, 2009, 
July, China 
17. 	Shimizu S, Ohno  Y, Ohnishi K, Iwasa M, Gaoyahan, 
Mochimaru Y, Wang Y Social interaction in risky 
behavior by college student in japan 6th Asia Pacific 
Association for Medical  Informatics , 2009, November, 
Japan 
18. 	 Nishihara R, Inui F, Cai Y, Hayakawa K Genetic 
Influences on Gastric Cancer Deaths in Japanese Twins 
The 4th International Conference on Community Health 
Nursing Research, August 2009 Adelaide Australia 
19. 	 Ishigami K, Nishihara R, Hayakawa K Lifestyle factors 
affecting life satisfaction in middle-aged and older adults; 
differences by age and sex The  lstInternational Nursing 
Research Conference of World Academy of Nursing 
Science September 2009 Kobe 
20. 	Mochimaru Y, Ohno Y, Numasaki H, Shibuya H, 
Nishimura T , Teshima T The JASTRO database 
committee .(2009) T J d Enhancement of radiotherapy 
resources in osaka,japan -based on the japanese stractural 
survey in 2003 and 2005- 11th Medical Physics and 
Biomedical Eenginnering, 2009, September, Germany 
21. 	 Kasahara S, Ohno Y, Ishii A, and Numasaki H 
Visualizing the Impact of Interruptions in Nursing 
Workflow by using BPMN, 6th Asia Pacific Association 
for Medical Informatics proceedings, 2009.11, Hiroshima 
22. 	 Onoi M., Ito M., Hayakawa K.: The eating behavior and 
the daily physical activity of obese children with 
Intellectual disability, The first Asia-Pacific Conference 
on Health Promotion and Education, 2009.7, Chiba, 
Japan 
23. 	 Akiyama A, Numata K, Mikami H Factors influencing 
home death and caregiver bereavement outcome: 
Relationship between regret and satisfaction with home 
medical care. The 19th IAGG World Congress of 
Gerontology & Geriatrics, July 2009, Paris, France 
24. 	 Akiyama A, Morigami K, Kamio N, Taniguchi M, 
Mikami II Infant health checkup as an opportunity to 
assist employed Japanese mothers in their child rearing 
The 4th International Conferences on Community Health 
Nursing Research, August 2009, Adelaide, Australia 
25. 	Morigami K, Akiyama A, Kamio N, Taniguchi M, 
Mikami H Factors influencing the maternal nurturing 
behavior — A survey of participants of health checkup for 
3 month-old infants — The 4th International 
Conferences on Community Health Nursing Research, 
August 2009, Adelaide, Australia 
26. 	 Rie Morita, Mikako Arakida, Sato Jun, Hiroshi Mikami 
The difference of health condition and impaired 
presenteeism between Korean and Japanese wokers 
Asia-Pacific Conference on Health Promotion and 
Education (APHPE), July 2009,  Makuhari Messe, Chiba, 
Japan 
27. 	 Rie Morita, Mikako  Arakida, Sato Jun, Hiroshi Mikami 
Development of the Japanese Version of the Health 
Education Impact Questionnaire (heiQ) The 20th 
Korea • Japan  • China Joint Conference on Occupational 
Health August 2009, Seoul, Korea 
28. 	 Yoshioka N, Ohno  Y, Shimizu S, Ohnishi K, Utada M, 
Hori M, Soda M Bootstrap simulation for evaluating 
effects of missing data on survival rate based on nagasaki 
cancer registry data 6th Asia Pacific Association for 
Medical Informatics , 2009, November, Japan 
29. 	Noda H, Ohno Y, Ishii A, Shimizu S, Yokouchi M, 
Kanaya I, Kawasaki K, Motosugi F, Tanaka A, Okada 
C Application of the time process modeling language 
for the dynamic workflow analysis of the patient 
transportation in acute care hospital 6th Asia Pacific 
Association for Medical Informatics , 2009, November, 
Japan 
30. 	Lin J, Ohno V, Ishii A, Shimizu S, Susuki Y, Noda 
H, Iwasa M, Yoshioka N, Wang L, Numasaki H An 
interactive, multimodal visualization and analysis system 
for time motion study 6th Asia Pacific Association for 
Medical Informatics , 2009, November, Japan 
31. 	 Utada M, Ohno Y, Hori M, Tutui A, Mochimru Y, 
Shiki N, Soda M Analysis of standardization and 
centralization of cancer treatment in nagasaki orefecture 
6th Asia Pacific Association for Medical Informatics , 
2009, November, Japan 
32. 	 Kikumoto K, Ohno Y, Shimizu S, Yamada K, 
Matsumura Y Fundamental detection into using image 
processing to the consulting behavior 6th Asia Pacific 
Association for Medical Informatics , 2009, November, 
Japan 
33. 	 Hori M, Ohno Y, Shimizu  S, Murata T, Matsumura Y 
The twelve-years' trend of the outpatients in the









































2.国	 内 学 会
1.越 野 八 重 美,大 野 ゆ う 子 介 助 動 作 学 習 に お け る 数
量 的 検 討 電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告MEと バ
イ オ サ イ バ ネ テ ィ ク ス2009年10月,大 阪
2.志	 岐 直 美,大 野 ゆ う 子,藤 井 歩 美,村 田 康 三,松 村
泰 志 新 し い 業 務 分 析 手 法 の 提 案 一 院 内 が ん 登 録
業 務 に お け る タ イ ム プ ロ セ ス ス タ デ ィ ーITヘ ル
ス ケ ア 学 会 第3回 学 術 大 会2009年5月,東 京
3.笠 原 聡 子,大 野 ゆ う子,石 井 豊 恵,沼 崎 穂 高 病 棟
に お け る 看 護 業 務 中 断 の 実 際 と 改 善 へ の 提 案 第7
回 生 活 支 援 工 学 系 学 会 連 合 大 会2009年9月,高 知
4.笠	 原 聡 子,大 野 ゆ う 子,石 井 豊 恵,沼 崎 穂 高 看 護
業 務 中 断 の 構 造 と 勤 務 時 間 超 過 へ の 影 響 第29回 日
本 看 護 科 学 学 会 学 術 集 会2009年11月,千 葉
5,横 内 光 子,大 野 ゆ う子,高 桑 宗 右 ヱ 門,WIJEWICKRAM,
竹 井 留 美,岡 本 麻 美 外 来 化 学 療 法 部 門 の 診 療 シ ス
テ ム シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 日本 行 動 計 量 学 会 第37回 大
会2009.年8月,大 分
6.木	 村 静,阿 曽 洋 子,伊 部 亜 希,徳 重 あ つ 子,庄 山 恵,
旦 丸 朋 壬,室 癰 フ ッ トマ ッ サ ー ジ が 及 ぼ す 副
交 感 神 経 活 動 へ の 影 響 日 本 看 護 研 究 学 会 第22回 近
畿 ・北 陸 地 方 会 学 術 集 会2009年3月,京 都 市
7.和	 泉 京 子,阿 曽 洋 子 「軽 度 要 介 護 認 定 」 高 齢 者 の
特 性 別 に み た 介 護 予 防 サ ー ビス 内 容 へ の 参 加 希 望 状
況 日 本 地 看 護 学 会 第12回 学 術 集 会2009年7月,
千 葉 市
8.和 泉 京 子,阿 曽 洋 子,山 本 美 輪 「軽 度 要 介 護 認 定 」 
高齢者の年齢区分別にみた身体 ・心理 ・社会的状況
と3年 後の要介護度の推移 第29回 日本看護科学学
会学術集会2009年11月,千 葉市域












12.	 岡村仁美,井 上智子,葉 山宜香 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看護
学会抄録集成人看護u2009年9月,鳥 取















16.	 石井豊恵,清 水佐知子,保 坂 良資,大 野 ゆ う子
リネンRFIDタ グによる患者安全 ・見守 りシステムの
実験的検討 生体医工学2009年4月,東 京
17.	 横山由香里,山 崎喜比古,伊 藤美樹子,九 津見雅美,
溝田友里,井 上洋士,熊 田奈緒子 薬害HlV感 染患
者とその家族 における逆境下成長に関する研究.第
68回 日本公衆衛生学会(奈 良),2009.11
18.	伊藤美樹子,九 津見雅美,去 攤,溝 田友里,
井上洋士,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤
智己,森 戸克則 薬害HIV感 染血友病患者の妻にお
ける薬害事件の理解 第23回 日本エイズ学会学術集
会(名 古屋),zoos.11
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19.九	津見雅美,伊 藤美樹子,太C,溝 田友里,
井上洋士,清 水由香,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山
昇孝,後 藤智己,森 戸克則 薬害HIV感 染被害患者
の地域別 にみた就労割合 と経済的不安の関連要因の
検討 第23回 日本エイズ学会学術集会(名 古屋), 
2009.11
20.横	山由香里,山 崎喜比古,井 上洋士,溝 田友里,
伊藤美樹子,九 津見雅美,熊 田奈緒子 薬害 田V感
染患者 ・家族の逆境下成長と促進要因に関する研究
第23回 日本エイズ学会学術集会(名 古屋),2009.11




22.杉 浦 圭子,伊 藤美樹子,九 津見雅美,三 上 洋
介護保険サービス利用者の介護者交代に関わる要因
の検討.第68回 日本公衆衛生学会(奈 良),2009.11











26.鍋	谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率からみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメント能力の変
化 第40回 日本看護学会 一看護管理 一学術集会
2009年10月,大 阪市




28.伊	部亜希,羽 賀知行,阿 曽洋子,福 田みゆき,山 本




29.名	倉育子,福 田みゆき,山 本嘉代子,長 尾敏子,
伊部亜希,阿 曽洋子 褥瘡発生 リスクの高い経腸栄
養患者の栄養摂取状況 と褥瘡発生 リスクとの関連
第11回 日本褥瘡学会学術集会2009年9月,大 阪市 








32.	 西原玲王,乾 富土 男,冨 涯理恵,加 藤憲司,早 川
和生 高齢双生児の高次生活機能に関連する遺伝的
要 因 の検 討 第68回 日本公 衆衛 生 学会 総 会
2009.10奈 良




34.	 根来佐由美,葉 山査香,井 上智子 地域高齢者の皮
膚ケアの実態(5月 と12月 を比較して)第32回 日
本看護研究学会学術集会2009年8月,横 浜




36.	 毋丸/!,阿 曽洋子,伊 部亜希,杢 多至隆,徳 重









38.	 杢多容壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,田丸朋壬,木 村 静,
徳重あつ子,岡 みゆき 女性高齢者に対する 「転倒
予防ケア」としての足浴の有効性の検討 一足部指標
の観点から 一 第35回 日本看護研究学会学術集会
2009年7月,横 浜市
39.	 杢多賽壬,阿 曽洋子,伊 部亜希,皿 丸朋王,木 村 静,




40.	杢多容王,阿 曽洋子,伊 部亜希,皿 丸朋王,假 谷
盥 男性高齢者に対するの 「転倒予防ケア」と
しての足浴の有効性 第29回 日本看護科学学会学術








42.	 高_亜 里,大 野ゆう子,岡 田志麻 感情表現のうま
さに関連する音声パラメータの抽出1丁 ヘルスケア
学会第3回 学術大会2009年5月,東 京




44.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 療効
果評価法の提案 生体医工学 シ ンポジウム2009
2009年9月,千 葉
45.	 王_媛 媛,大 野ゆう子,谷 池雅子,加 藤久美,毛 利
育子,岡 田志麻 画像処理を用いて小児OSASの 治療
効果評価法の提案 第1回ISMSJ学 術集会2009年9
月,千 葉
46.	 豈佐真也,大 野ゆう子,志 岐直美,筒 井杏奈,清 水
佐知子,盥 アフリカ諸国フランス語圏にお
ける医療 の行方 第68回 日本公衆衛生学会総会
2009年10月,奈 良
47.	 森且理江,荒 木 田美香子,巽 あさみ,去D,
佐藤 潤,鈴 木志津江,浜 辺郁子,伊 藤範子,中 元




48.	 鈴木志津江,荒 木田美香子,佐 藤 潤,森 旦理江,
六塚敏王 保健指導の影響評価指標としての日本語
版heiQの 妥当性の検討 第82回 産業衛生学会
2009年5月 福岡市
49.	 森上和恵,秋 山 咀王,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 育児行動に影響する要因に関する
研究一出産年断別の比較検討一 第68回 日本公衆衛
生学会,2009年10月,奈 良市
50.	 秋山朋王,森 上和恵,神 尾直佳,谷 口美江,甲 田
伸一,三 上 洋 就労女性と非就労女性の3か 月児
健診の満足に影響する要因の検討 第68回 日本公衆
衛生学会,2009年10月,奈 良市
51.	神尾直佳,谷 口美江,甲 田伸一,森 上和恵,秋 山
明王,三 上 洋 育児不安に影響する要因に関する
検討～3か 月児健診の取 り組みから～ 第68回 日本
公衆衛生学会,2009年10月,奈 良市 
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52.	 拠 哩且壬,英 裕雄,三 上 洋 東京23区 の在宅療
養所の現状 と課題 第20回 日本老年医学会近畿地方
会,2009年12月,大 阪市
53.	 Y1,清 水悠路,前 田健次,井 戸正利,岡 田




54.	 長谷皿注呈,石 山良子,高 橋弘枝,菫 山査香,井 上
智子 看護組織の リーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月,東 京
55.	 長谷』⊥濫」E,高 橋 弘 枝,葉 山埜,井 上智 子
看護分野における組織風土の測定,第29回 日本看護
科学学会学術集会2009年11月,千 葉
56.	 歌皿真依,大 野ゆう子,清 水佐知子APCモ デルによ
る胃がん罹患数推計法の比較研究ITヘ ルスケア
学会第3回 学術大会2009年5月,東 京
















61.	 歌田真依,大 野ゆう子,堀 甚久美,志 岐直美,筒 井
杏奈,持 丸祐王,早 田みどり 長崎県におけるがん
治療均てん化と集中化の検討 生体医工学シンポジ
ウム20092009年9月,千 葉












64.野	且 隘壬,大 野 ゆう子,石 井豊恵,清 水佐知子,




65.蓮_雄	韮,大 野ゆう子,山 田憲嗣 シ リコーンを用
いた触覚内視鏡に関する基礎的検討 電気関係学会
関西支部連合大会2009年11月,大 阪
66.査	置な」⊇壼,清 水佐知子,志 岐直美,大 野ゆう子
リスク選好が健康関連行動に与える影響に関する研
究 日本衛生学雑誌,2009年3月,東 京
67.歌	旦真依,大 野ゆう子,清 水佐知子,筒 井杏奈,早
田み どり 長崎県 における小児がん治療集中化の検
討 日本行動計量学会第37回大会2009年8月,大 分












71,掘 菱久蓑,大 野 ゆう子,清 水佐知子,志 岐直美,
早田みど り 長崎県におけるがん患者受療行動の分
析 日本行動計量学会第37回 大会2009年8月,大 分








74.長 谷川.濫王,石 山良子,高 橋弘枝,葉 山査香,井 上
智子 看護組織のリーダー分類と組織風土の関連性
の検討 第47回 日本医療 ・病院管理学会学術総会
2009年10月,東 京




76.磯	野安理沙,杉 浦圭子,九 津見雅美,伊 藤美樹子,
三上 洋 介護保険利用下の要介護者の居宅介護サ 
一ビスに対する満足度の変化に関する検討,第26回
日本老年学会総会(横 浜),2009.6
77.	 太攤 王,菱 且 知仕,九 津見雅美,杉 浦圭子,
伊藤美樹子,三 上 洋:在 宅要介護者における褥瘡
有病率と介護状況との関連 第68回 日本公衆衛生学
会(奈 良),2009.11




79.	 太C　 ,九 津見雅美,伊 藤美樹子,溝 田友里,
井上洋士,山 崎喜比古,大 平勝美,小 山昇孝,後 藤
智己,森 戸克則 薬害HlV感 染者における病状認識
が健康行動や精神健康に及ぼす影響.第23回 日本エ
イズ学会学術集会(名 古屋),2009.11
80.	 菱」巴知代,磯 野安理沙,九 津見雅美,杉 浦圭子,











z.	 丸山美知子 看護導入研修(ブ イリピン)2009.
10.7海 外技術者研修協会 関西研修センター













1.早 川和生 徳光和夫の感動再開:戦 中生まれの双子





2.早 川和生 ふた この不思議 に学 べ!～ 老 化予防か ら
子育て まで～,NHK総 合テ レビ,2月,2009.
3.早	 川和生 ふた こでバ ンザイ!ス ペシャル,NH
K総 合テ レビ,5月,2009.
4.早	 川和生SBS開 局20周 年記念番組;健 康 と食生
活:双 子研 究か ら,韓 国ソウルTV放 送(SBS),11月, 
2009.
2.新	聞報道














1.大	 野ゆう子,清 水佐知子,高 桑宗右ヱ門 病院 ・医
療 システ ムに関するシステム シミュ レーシ ョン
2009年5月1日,大 阪
2,伊	 藤美樹子 日本保健医療社会学会 第203回 関西
定例研究会2009.10.3
4.講	習会
1.清	 水佐知子,大 野ゆう子 大阪電気通信大学運動指
導者のためのスキルアップ講座 「臨床に役立つ統計
学入門」2009年6月,大 阪




1.大 野ゆう子 特定非営利活動法人SCCRE臨 床研究 ・
教育支援センター 医療評価 ・方法論研究会代表世
話人
2.伊	 藤美樹 子 兵庫県立宝塚 東高校:保 健体 育, 
2009.11.13,16
Wll受 賞
1,平 成20年 度 日本看護研究学会奨励賞 池田七衣,
白井文恵,土 肥義胤 頭髪に付着 した院内感染起因菌









1.阿	 曽洋子 「局所冷却刺激によるinvivo皮 膚微小












2.	 山口建(研 究代表者)WEB版 がんよろず相談シス
テムの構築と活用に関する研究 平成21年 度厚生
労働科学研究費補助金 大野ゆう子 〔研究分担者1
3.	 山内直人{研 究代表者)ソ ーシャル ・キャピタルの
統計解析と公共政策に関するフロンティア研究 平
成21年 度科学研究費補助金(基 盤A〕(研 究分担
者)大 野ゆう子




5.	 横内光子(研 究代表者)看 護業務スケジューリング
モデルの開発 平成21年 度科学研究費補助金(基盤
C}(研 究分担者}大 野ゆう子




7.	 早川和生(研 究代表者),高 齢一卵性双生児1220組
の老化遺伝子発現差からみた健康寿命決定分子機構
の解明,平 成21年 ～25年,文 部科学省科学研究









9.伊	 藤美樹子(研 究代表),三 上 洋(研 究分担者)要
介護高齢者の予後と在宅介護に関連する家族の役割
に関する縦断研究,(基 盤研究B),平 成20年 度～
10.伊	藤美樹子(分 担研究)病 ・ス トレスと生きる人々
の支援科学としての健康社会学の実証及び理論研究
と体系化,(基 盤研究A)山 崎喜比古(研 究代表者)
平成21年 度～
11.西	原玲王 高齢一卵性双生児における生活機能のペ
ア内差異の解明 平成20年 ～22年 文部科学省
科学研究費(若 手研究B)
3.受	託研究費
1.阿	 曽洋子,伊 部亜希(研 究分担者}簡 易な褥瘡発生
予測診断システムの実用化研究開発 重点地域研究
開発推進プログラム(地 域ニーズ即応型)平 成21
年2月1日 ～平成23年3月31日 参画機関 アソ
ー ト株式会社,和 歌山大学,兵 庫県立福祉のまちづ
くり工学研究所 プロジェク トコーディネーター
熱田稔雄









日(研 究協力者)阿 曽洋子,伊 部亜希,;:




年4月 ～平成22年3月(研 究協力者)阿 曽洋子
4.奨	学寄付金 な し
5.大	学改革推進等補助金 なし
皿	 学会 ・職能 団体等の役員活動
1.会	長 ・理事長
1.阿 曽洋子 日本看護研究学会近畿 ・北陸地方会会長
2.早 川和生 日本双生児研究学会会長
3.早 川和生 日本衛生学会連携研究会 「双生児医学研 
究会」代表世話人
2. 理事 ・幹事
1.	 阿曽洋子 日本看護学教育学会副理事長,日 本看護
研究学会理事,財 団法人木村看護教育振興財団理事
2.	 早川和生 日本ス ピリチュアルケア学会理事
3.	 三上 洋 日本老年医学会地方会世話人
4.	 伊藤美樹子 日本保健医療社会学会,理 事,平 成21
年5月 ～
3. 評議員
1.	 阿曽洋子 日本看護科学学会,日 本看護学教育学会,
日本褥瘡学会,日 本人間工学会
z.	 早川和生 日本地域看護学会,日 本衛生学会,日 本
看護研究学会
3.	 三上 洋 日本老年 医学会評議員,日 本高血圧 学会
評議員,日 本内分泌学会評議員,日 本 内科学会近 畿
地方会評議員
4.	 丸 山美知子 日本看護学教育学会
4. 支 部長 な し
5. 委 員長 ・副 委員 長 な し
s. 委 員
t.	 大野 ゆ う子 日本行動計量学会 欧文雑 誌編集委 員,
国立大 阪医療セ ンタ ー倫理委員会外部 委員,財 団法
人放射線影響研究所疫学部顧問委嘱,日 本lTヘ ル ス
ケ ア学 会 学 会 誌 編 集 委 員 長,国 際 医 療 情 報 学会
(ICMBE)査 読 委員,ア ス ビオ フォーマ㈱ 遺伝子解
析研究倫理審査委員会委員
2.	 阿 曽洋子 医道審議会保健 師助産 師看護師部会 委員,
日本褥瘡 学会在宅医療委員会委員,豊 中市保健 医療
審議会委員
































1.辻	 川真弓,後 藤姉奈,町 本実保,吉 田和枝,山 田章
子,大 石ふみ子,大 西和子 タキサン系抗がん剤副
作用の 「しびれ」に温灸がもたらした効果 第23回
日本がん看護学会学術集会2009年2月121頁
2.中	 森美季,大 石ふみ子,大 西和子 一般病棟で過ご
す壮年期終末期がん患者の妻の役割と対人関係にお
ける構造 第23回 日本がん看護 学会 学術集 会
2009年2月158頁
3.和	 田千穂子,大 西和子,大 石ふみ子 進行期肺がん
患者が行 う呼吸困難感への対処の探求第23回 日本
がん看護学会学術集会2009年2月219頁



































1.辻	 川 真弓,後 藤姉奈,町 本 実保,吉 田和 枝,山 田章
子,大 石 ふみ子,大 西和子 タキサ ン系抗がん剤副
作用の 「しびれ」に温 灸が もた らした効果 第23回
日本 がん 看護学会 学術集 会2009年2月121頁
沖縄
2,中	 森美季,大 石ふみ 子,大 西和子 一般病棟 で過 ご
す壮年期終末期がん患者の妻の役割 と対人 関係 にお
ける構造 第23回 日本がん看護学会学術集会2009
年2月158頁 沖縄
3.和 田千穂子,大 西和子,大 石ふみ子 進行期 肺がん
患者が行 う呼吸困難感へ の対処 の探求第23回 日本が
ん看護学会 学術集会2009年2月219頁 沖縄
4.福 永稚子,大 西和子,大 石ふみ子 アロマセ ラ ピー
マ ッサー ジによる終末期が ん患 者一看護師問の 関係
性 と患者の内面の変化 第23回 日本がん看護学会学
術集会2009年2月252頁 沖縄
5.山	 居輝美,和 田恵美子,井 上智子,葉 山有香 外来
で 配布 された前立腺生検 に関す る説 明資料に対する

















1.国	内公的機 関 な し
2.国	内民間研 究機関 な し





1.葉	 山有香(研 究代表者)子 宮 ・卵巣がん患者の術
後補助療法中の不快症状を軽減させる呼吸 リラクセ





瓢	 学会 ・職能 団体等の役員活動










1,藤	 原優子,松 久宗英,片 上直人,坂 本賢哉,金 藤秀
明,大 月道夫,藤 澤智巳,岩 橋博見,中 村 正,船
橋 徹,山 崎義光,下 村伊一郎 フッ トケア外来受








1.一	般 著書 な し
2.専	門著書
1.能 芝範子 術後疼痛管理 と看護NursingMook51
ハイリスク患者の周術期看護 平成21年2月47-
54頁 学習研究社
2.長	 田麻友子,鍋 谷佳子 よくある現場での感染対策
「ドレーンの管理」 感染対策 らくらく完全図解マ
ニ ュア ルINFECTIONCONTROL2009春 季増 刊号
平成21年5月127-130頁 メデ ィカ出版













御ricuの 感染制御」 感染対策1CTジ ャーナル
VOL4No.2平 成21年140-144頁ヴァンメ
ディカル
7.藤	 原優子(監 修:松 澤佑次,下 村伊一郎,編 集:船








ーフッ トケア に用 いる アイテム ー 糖尿病ケ ア
VoI,6No362-67頁 平成21年 メディカ出版
2.藤	 原優子 家庭でできる足のケア 月刊糖尿病ライ
フ 「さかえ」 平成21年6月 号18-21頁(社)
日本糖尿病協会
3.林	 絵美,鹿 島泰子 パスで流れがわかる!整 形外
科の周術期のケア 第1回 人工股関節全置換術 整
形外科看護 平成21年2月74-80頁 メディカ出版
4.中	 井恵子,鹿 島泰子 パスで流れがわかる!整 形外
科の周術期のケア 第7回 人工膝関節全置換術 整
形外科看護 平成21年8月78-84頁 メディカ出版






















5.大 野由美子 患者の心に寄 り添 う～緩和医療におけ
るNBMの 観点～ 第14回 日本緩和医療学会学術集会
平成21年6月 大阪市
6.團 寛子 医療安全教育の新 しいチャレンジ 平成21
年度医療安全に関するシンポジウム 平成21年12
月 大阪市
N学 会 一般 演題









1.日	 高 泰徳,藤 田真 理子,清 瀬麻 依子,井 川梨 恵,
京力深穂,清 水健太郎,池 側均,田 崎修 急性期病
態 にお ける血清 アル ブ ミン値 第24回 日本静脈経
腸栄養学会 平成21年1月 鹿児島市
2.井	 口和江,永 松 彩子,嶋 田成美 生体腎移植術 にお
け るク リテ ィカルパ ス運用 に関す る一 考察 第42
回 日本臨床腎移植学会 平成21年1月 千葉市
3.吉 木亜紀,高 治 利祐子,井 口和江,永 松彩子,嶋 田
成美 生体 腎移 植ク リテ ィカルパスの定着 に向けて
一過去 の失敗体験よ り一 第42回 日本臨床 腎移 植
学会 平成21年1月 千葉市 
京力深穂,清 水健太郎,大 河内謙太郎,池 側均,田
崎修 頭部外傷後の周期的な筋緊張を呈した患者の
栄養管理 第24回 日本静脈経腸栄養学会 平成21
年1月 鹿児島市









7.	 北尾梨紗,平 田恵,能 芝範子,河 野総江,富 田敏司,
藤野裕士 ヘルメッ ト型NPPV装 着によるス トレス
とその影響因子 第36回 日本集中治療医学会学術
集会 平成21年2月 大阪市
8.	 清瀬麻依子,日 高泰徳,井 川梨恵,藤 田真理子,
中谷安寿,山 邉え り,京 力深穂,清 水健太郎 人工
呼吸離脱後の経口摂取の可否に関連する因子につい
ての考察 第99回 近畿救急医学研究会(看 護部会)
平成21年3月 大阪市
9.	 中谷安寿,日 高泰徳,井 川梨恵,藤 田真理子,清 瀬
麻依子,山 邉え り,京 力深穂,清 水健太郎 難治性
下痢にフレキシールを用いて排便管理をした褥瘡患
者の1症 例 第99回 近畿救急医学研究会(看 護部
会)平 成21年3月 大阪市





11.	 鍋谷佳子 内視鏡洗浄 ・消毒システムの構築～内視
鏡関連MDRP(多 剤耐性緑膿菌)ア ウ トブレイクを経
験して～ 日本医工学治療学会 平成21年4月 大
阪市














'15. 高下貴衣,山 田隆子 看取りに対する看護観獲得の
プ ロセス 第41回 日本緩和 医療 学会 学術大会
平成21年6月 大阪市
16.	 西道ひとみ 高齢者を含む内科病棟における転倒転
落ハイ リスク患者の予測 に関する検討 第51回
日本老年医学会学術集会 平成21年6月 横浜市
17.	 新開裕幸,城 戸靖章,京 力深穂,入 澤太郎,池 側均
ERMSを 用いた新人看護師への救急看護活動に関する
オリエンテーションの評価 第12回 臨床救急医学
会総会 ・学術集会 平成21年6月 大阪市
18.	 山邉えり,日 高泰徳,清 瀬麻依子,藤 田真理子,
中谷安寿,京 力深穂,中 堀泰賢,清 水健太郎,小 倉
裕司 経鼻栄養チューブ閉塞を来たした11症 例の
検討 第100回 近畿救急研究会看護部会 平成21年
6月 大阪市
19.	 石原美千子 小児の心臓カテーテルにおける安全な
体位 に関する一考 察 第45回 小児循環器学会
平成21年7月 神戸市
20. 城戸靖章,中 川雄公,京 力深穂 災害時を想定 した
勤務帯ごとのDMAT隊 派遣が可能な看護師数の検討
第11回 日本災害看護学会 平成21年8月 神戸市
21.	 石原美千子,旭 智子 上肢挙上時における末梢血流
の変化からみた安全 ・安楽な体位の考察 第38回 日
本IVR学 会 平成21年8月 大阪市
zz. 高橋経子,有 田聡子 造血幹細胞移植を受ける患者
の意思決定支援に対する看護師の認識と支援の現状
第44回 日本移植学会 平成21年9月 東京都
23.	 赤澤幸美,大 須賀慶悟 血管奇型患者 にお ける
SF-36ver2を 用いた健康関連QOL調 査 第38回 日本
IVR学会 平成21年8月 大阪市
24.	 冠木雅子,藤 田陽子,立 川知恵,中 村亜紀子,桂 加
奈子,大 須賀慶悟,前 川哲HCCのTAE時 における
吐気や吐吐発症例の実際 第38回 日本IVR学 会
平成21年8月 大阪市
25.	 益田ゆか り 精神科認定看護師による病棟内コンサ
ルテーションの評価と課題 日本精神科看護技術協
会専門学会1平 成21年8月 名古屋市
zs.	 岡村仁美,葉 山有香,井 上智子 入院中に必要な高
齢者へのス トーマケアと情報提供 第40回 日本看
護学会学術集会 平成21年9月 鳥取市
27.	 東田有加 面接に用いた周産期 ドメスティック ・バ
イオ レンスのスクリーニング 第50回 日本母性衛
生学術集会 平成21年9月 横浜市
28.	武内紗千 入院児のきょうだいに対する看護援助の
検討 第40回 日本看護学会(小 児看護)平 成21 
年9月 高知市
29.	 難波名保美,須 釜淳子,志 渡晃一,炭 谷靖子,塚 田




30.	 鍋谷佳子,佐 藤浩美,萩 原さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 トラブル発生率からみた静脈注射
チェックシー トを用いた血管アセスメント能力の変
化 日本看護学会学術集会(看 護管理)平 成21年
10月 大阪市
31.	 佐藤浩美,鍋 谷佳子,萩 原 さがみ,伊 部亜希,井 上
智子,阿 曽洋子 看護師による静脈注射部位の血管
アセスメン ト 及び穿刺血管に影響する要因と トラ




化による解析 第49回 日本核 医学会 学術 総会
平成21年10月 旭川市
33.	 須藤昌子ICUに おける環境整備への取 り組み一
K.Lewinの 変革理論(changingtheory)を 用いて
第40回 日本看護学会(看 護管理)平 成21年10月
大阪市





因の検討 第40回 日本看護学会(成 人看護1)
平成21年10月 さいたま市








38.	 浦出紗希,小 川尚子,石 本智香,田 中博子,清 瀬麻
依子,後 藤美紀,高 井紀子,松 本直也,京 力深穂,
霜田求 経済的問題により治療困難 となった一症例
の治療決定権をめぐる臨床倫理問題の検討事例 第
11回 日本救急学会学術集会 平成21年11月 福岡
市
39.	日高泰徳,池 側均,入 澤太郎,城 戸靖章,早 川友理,




中川雄公 大阪府 ドクターヘリのCPA事 案への対応
一Auto-PuIseが 導入されて 一 第16回 日本航空医
療学会総会 平成21年11月 岐阜市
40.中	川里恵,松 村泰志,武 田理宏,藤 井歩美,村 田泰
三,武 田裕 病棟における指示システムの運用の課











1.新	 開裕幸 中越災害支援 災害支援ナース研修会
大阪府看護協会 平成21年1月
2.高	 石安子 工一ザイレクチャーミーティング エー
ザイ株式会社 北大阪コミュニケーションオフィス
平成21年3月
3.秋 元環 自己注射導入に関する取 り組み～アンケー
トの集計結果より～ エーザイ株式会社 ヒュミラ
ラインカンファレンス 平成21年6月
4.都	 茱蘭MSハ ンズオンセミナー 梅田スカイビル
(新梅田シティー)平 成21年3月
5.藤	 尾智香MSハ ンズオンセミナー 梅田スカイ ビル
(新梅田シティー)平 成21年3月
6.山	 崎祥子 小児看護 大阪府吹田保健所 平成21
年3月
7.呉	 宮綾子 生活習慣病について 高田中学校講堂
平成21年





























19.藤 原優子 糖尿病薬物治療セミナー 「糖尿病足病変
ハイ リス ク患者の予防的 フッ トケアの重要性」
平成21年9月
20.平 山三千代2009年 度第1回 認定看護管理者制度教










24.大	野由美子 集中講義 「緩和ケア」 広島国際大学呉
キャンパス 平成21年7月
25.大	野由美子 認定看護師教育課程 「緩和ケア」 緩和
ケアを受ける患者の心理過程とその支援技術 日本
看護協会神戸研修センター 平成21年11月






29.團 寛子 医療安全管理者研修 「安全管理体制の構築,
安全文化の醸成」 日本看護協会看護教育研究センタ
ー 平成21年9月
30.團	寛子 平成21年 度 「健康医療問題解決能力の滋
養」教育プログラム医療安全学各論 「医療事故防止






31,田 墨恵子 がん患者の意思決定今の支援 「がん患者






践を通 じて～」 福岡県保健医療介護部 平成21年
12月
34.田	墨惠子 平成21年 度研修会 「外来がん化学療法と
看護」 広島県看護協会 平成21年11月
35.田	墨惠子 日本INTERVENTIONALRADIOLOGY第26回
関西地方 会特別講演 コ ミュニティプラザ大 阪
平成21年6月
















41.萩	原邦子 腎移植 について 愛仁会高槻病院 平成
21年5月












47.	 瀬尾恵子 社会人医学教育セミナー 臨床研究 ・教
育支援センター 平成21年8月
48.	 藤本法子 フットケアの応用と実践～実技中心のフ
ッ トケ ア研修～ 株式会社 プラン ・ドゥ ・シー
平成21年11月
49.	 秋元環 自己注射導入に関する取組～アンケー ト集
計結果よ り～ ヒュミラライ ンカンフ ァレンス
平成21年9月
50.	 田中春美 プレ親デ ビュー!～ はじめて出産 ・ふた
りで子育て～ 大阪市女性協会 平成21年7月
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X【	研究費 7.藤 原優子 糖尿病セミナー 「おおさか」委員
1.校	費 な し 8,藤 原優子 末梢循環障害のケアと治療研究会委員
2.科	学研究費補助金 なし 9.村 上聖女 助産師職能小委員会委員 大阪府看護協
会
3.受	託研究費 な し
10.田 中春美 プログラム委員 第8回 日本小児がん看
4.奨 学寄付金	 護学会
1.谷 浦葉子 放射線治療を受ける患者のQOLと 副作用 11.田 墨恵子 日本専門看護師協議会臨床能力向上委員
に関する自己管理方法 平成20年 度 第6回 研究助 会
成 花王健康科学研究会 12.田 墨恵子 日本がん看護学会教育研究活動委員会
5.大	学改革推進等補助金 な し 13.藤 原優子 大阪府立急性期 ・総合医療センター大阪
糖尿病看護研究会
刈 学会 ・職能団体等の役員活動 14.平 林高子 プログラム委員 第8回 日本小児がん看
1.会 長 ・瑾事長	 護学会
1.井 口和江 日本脳神経看護研究学会	 15.米 谷良美 職能委員 社団法人大阪府看護協会
2.理	事 ・幹事 16.有 馬美緒子 役員(教 育担当)日 本手術看護学会大
1.嶋 田成美 日本臨床腎移植学会看護部門 幹事	 阪地区
2.能	 芝範子 特定非営利活動法人 近畿人工呼吸安全 17.有 馬美緒子 認定看護師認定実行委員会(手 術看護)
推進機構 理事 委員 社団法人日本看護協会
3.小 巻正泰 日本移植コーディネーター協議会 幹事 18.團 寛子 プログラム委員 医療の質 ・安全学会第4
4新	 開裕幸 医療の質 ・安全学会第4回 学術集会 回学術集会
本部付幹事 19.團 寛子 ネットワーク委員会委員 医療の質 ・安全
5.井 口和江 日本脳神経看護研究学会 理事	 学会
6.田	 中春美 社団法 人大 阪府看護 協会助産 師職能 7.そ の他 なし
理事









4.支	部長 齟 な し
5.委	員長 ・副委員長 な し
6.委	員
1.鍋	 谷佳子 プログラム委員 第24回 日本環境感染
学会総会
2.藤 原優子 編集委員 日本糖尿病教育 ・看護学会











保 健 学 修 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
石田 絵美子 筋ジス トロフィー成人病棟に暮らす人々の療養生活における経験 遠藤准教授
磯野 安理沙 介護保険制度利用者によるケアマネジャーの関わ りや支援に対する評価の検討 三上教授
岡田 実緒 0～5歳 の双生児とその親の2者 、3者環境における発話の特徴 早川教授
加藤 千晶 スギ花粉症患者の日中の眠気 荻野教授
塩見 早紀 保育所(園)の 食物アレルギー児への対応の実情と課題一施設長と看護職の立場からの検討一 永井教授
高間 さとみ 学校における発達障害児への養護教諭の取り組みの実情と課題 永井教授
武田 真季 がんの予防に向けた食品有効成分の研究一熟成ニンニク抽出液の影響一 大野教授
田中 寿枝 乳癌細胞 株 にお けるproamphire8ulinの細 胞内 ドメイ ンが果 たす役割の解 明 大野教授
冨澤 理恵 AssociationoftheGITRgenepolymorphismswiththeprognosisofautoimmunethyroid
disease(自 己 免 疫 性 甲 状 腺 疾 患 の 病 態 とGl丁R遺 伝 子 多 型と の 関 連) 早川教授
長谷川 洋子 看護分野の組織風土に影響するリーダー機能と組織員の管理的役割補完 井上教授
菱田 知代 要介護度の時系列変化と特徴 一地域在住要介護高齢者の場合一 伊藤准教授
南 由優 スギ花粉症患者におけるスギ花粉飛散量による労働生産性への影響 荻野教授
山田 晃子 入院している学童のケアにおける家族と看護師の期待と実践の差異 藤原教授
大村 佳代子 蘇HIV感染者の黯HIVに対する思L'と母親の関わりが脚 主体的な健康管理行動に与える 伊藤准教授
北尾 鼻太 医療従事者との関わりにおける脳卒中者の経験に関する研究 清水教授




保 健 学 博 士 論 文
氏名 論文題目 指導教員
九津見 雅美 介護保険施設 ケアスタ ッフにおけるBPSD〔BehavioralandPsychologicalSymptomsofDementia)の三上教授概念 とマネ ジメ ン ト
矢野 惠子 不妊治療における多職種連携と不妊医療チーム内での看護の役割に関する研究 大橋教授
聲高 英代 生活習慣病のマルチプル リスクファクターとライフスタイルの関係性に関する研究 大野教授
萩本 明子 禁煙および再喫煙の推移とその要因:喫 煙者の5年間追跡調査結果から 大野教授
安藤 布紀子 骨盤痛誘発試験を用いて評価する妊婦の腰骨盤痛に関する研究 大橋教授
西村 明子 産後早期の父親のうつ状態の危険因子に関する研究 大橋教授
大塚 敏子 高校生の将来喫煙のリスクに応じた喫煙防止教育プログラム作成とその効果の検討 三上教授
大釜 徳政 頭頸部がん患者における放射線治療に伴う有害事象と食事に関する研究 清水教授
宮嶋 正子 褥瘡予防の観点からみた臀部下挿入クッションの臀部圧迫力とずれ力軽減についての臨床的検証 阿曽教授
伊部 亜希 褥瘡発生予測のための温度伝導率による皮膚血液循環評価の検証 阿曽教授
高齢者世代の住民による地域のつながりを重視 した子育て支援と母親の育児ス トレス ・精神的健康 早川教授草野 恵美子 に関する研究
消化器外科大規模サーベイランスにおける術式別手術部位感染の危険因子一患者の年齢と腹腔鏡手内海 桃絵 術に焦点をあてて一
牧本教授 
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